
 

 

介護保険事業計画における 

『自立支援・介護予防又は重度化防止に関する取組と目標』について 

 

 

１． 取組と目標の達成状況に関する評価    資料２－１ 

 

２． 要介護認定率の変化（地域包括ケア「見える化」システムより）  

 

（１）要介護認定率の推移                        （３月末時点） 

 H29 H30 R１ R２ R３ R４ R５ R６ R７ 

胎内市 18.5 17.6 18.0 17.6 18.1 17.4 17.1 17.0 17.2 

新潟県 18.6 18.6 18.7 18.8 18.8 18.7 18.6 18.7 18.9 

全国 18.0 18.0 18.3 18.4 18.7 18.9 19.0 19.4 19.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

胎内市の認定率の降順 

（令和７年10月末時点） 

新潟県内 24番目 30保険者 

全国 1,176番目 1,573保険者 



 

（２）年齢調整済み要介護認定 

 

 

  

軽度者：要支援１～要介護２       重度者：要介護３～５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月末の胎内市の高齢化率は 38.1％であり昨年度末から 0.7％、要介護認定率は 17.2％

と 0.2％上昇している。高齢化は進んでいるが、要介護認定率は、新潟県、全国のいずれと比較し

ても低値であり、さらに、年齢調整済みの認定率においても、新潟県、全国と比べ低く、高齢にな

っても介護保険サービスを利用せず、地域で暮らしている方が多い現状である。 

この要因として、要介護状態になる前の事業対象者や要支援者のハイリスク高齢者を対象にした、

介護予防教室の実施や、一般高齢者に対する介護予防事業として、「介護予防に資する通いの場」等

の地域支援の他、介護予防研修会の開催しており、リハビリ専門職を中心に多職種による介護予防

事業を展開したことにより、市民の一人一人の介護予防活動の意識が向上し、実践していただいて

いる効果と考える。 

 引き続き、身近な地域で実施する「住民主体の通いの場」の取組支援等の地域支援の継続、市ホ

ームページ内にある「介護予防大作戦」Webページの拡充を行い、「たいない健康度チェック表」を

用いて高齢者の心身機能の低下を早期に発見し、健康相談や介護予防取組、各種介護予防教室につ

なげる等の取組を進め、自立支援・介護予防又は重度化防止の取組をすすめていく。 

軽度者 R4 R5 R6 

胎内市 9.8  10.4  10.3  

新潟県 11.0  11.3  11.5  

国 12.5  12.8  13.2  

重度者 R4 R5 R6 

胎内市 6.3  5.9  6.2  

新潟県 6.7  6.7  6.7  

国 6.5  6.6  6.6  

見える化システムより 

資料２ 

調整済み軽度認定率（要支援１～要介護２）（％） 
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R６調整済み重度認定率と調整済み軽度認定率の分布 


